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熱を感知して構造を変化させる熱応答性高分子は、人間の体温程度の熱で相転移し構造が変化する

ことから、体内の特定の場所に薬を運び相転移により薬を放出する薬物伝達システムへの応用が期待

されています。また加熱による相転移過程で周囲の分子を取り込み凝集・沈殿することから水質浄化

装置への応用も期待されています。 
このような熱応答性高分子の相転移による物質の捕集・放出は相転移領域と溶液との環境の違いを

利用しています。図に示すような、反応・抽出・検出などの化学プロセスをガラス基板上に集積化し

たマイクロ化学チップ中で局所的に微小相転移領域を生成することで、反応の促進・抽出・分離・濃

縮などの微量物質の操作・検出が可能であると考えています。 
微小相転移領域を利用した物質操作を可能にするために、マイクロ空間中で局所的に熱を発生させ

相転移を引き起こし、添加した物質の捕集を行いました。顕微鏡下にて、レーザー光を金属細線に集

光照射し熱を発生させることにより局所的に加熱し、局所の顕微吸収スペクトルを用いて添加した物

質の濃縮過程をリアルタイムに観察しました。 
現状では、顕微鏡下において微小相転移領域の生成に成功し、添加した色素の相転移領域への分離、

20 倍程度の濃縮に成功しています。また相転移領域に捕集されない物質も存在し、相転移領域の捕集

選択性は水溶液中での物質の電荷状態に依存することが分かってきています。そのため、局所での物

質選択的捕集も可能だと考え

られます。熱応答性高分子の

局所相転移領域は微小空間中

で微量の物質を捕集可能なこ

とから、マイクロ化学チップ

で問題とされている微量物質

の検出感度向上に貢献できる

ものと期待されます。 


